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Abstract：当院では、VAIVT において、従来の血栓吸引カテーテルや血栓除去デバイスのみ

では除去しきれない残存血栓に対して消化管用の生検鉗子 Radial Jaw を使用し、超音波ガ

イド下に血栓摘除術を行っており、生検鉗子の使用の現状を報告した。2016 年 6 月～2018

年 12 月に当院で血管内治療を行った閉塞症例 30 例、非閉塞症例 510 例のうち、血栓を有

し、通常の血栓溶解や吸引を行った後にも残存血栓が問題となる 24例(閉塞 15例、非閉塞

9例)に対して生検鉗子を使用した。バスキュラーアクセスの種類は AVF 23 例、AVG 1 例で

あった。合併症については、シース抜去部の皮下出血が 8.3%(2/24 例)でみられた。血栓の

摘除による出血はいずれも少量であった。血管外逸脱はみられなかった。臨床的に問題とな

るような SpO2 低下や胸痛がみられるような肺塞栓症はみられなかった。初期成功率は閉塞

症例で 86.7%(13/15 例)、非閉塞症例では 100%(9/9 例)であった。閉塞症例で初期成功しな

かった 2例は、血栓が摘除しきれず、器質化血栓が残存したことに加えて、流出路静脈の問

題が残ることから、別部位でのシャント作製となった。 

 


